

































































































クトウ ヤムクシナイ 19人 12軒
フトロ ヲシヤマンベ 69人 37軒
シマコマキ 70人 20軒 アブタ 17人 ９軒
スツツ 34人 ウス 45人 20軒
ヲタスツ 12人 モロラン 120人 57軒
イソヤ 9人 4軒 シラヲイ 68人 25軒
イワナイ 70人 ユウフツ 15人 ９軒
フルウ 65人 17軒 サル 30人 11軒
シヤコタン 79人 19軒 ニイカツプ 21人 ８軒
ビクニ 18人 6軒 シツナイ 16人 ６軒
フルヒラ 185人 52軒 ミツイシ 232人 55軒
ヨイチ 491人 84軒 295人 60.1 ウラカワ 565人 107軒
ヲシヨロ 127人 30軒 97人 76.4 シヤマニ 192人 31軒
タカシマ 67人 18軒 13人 19.4 ホロイツミ 106人 26軒
ヲタルナイ 98人 25軒 29人 29.6 トカチ 1324人 260軒 20人 1.5
イシカリ 543人 144軒 20人 3.7 シラヌカ 　　　 ７軒
アツタ 35人 9軒 クスリ 1324人 237軒
ハママシケ 202人 45軒 20人 9.9 アツケシ 200人 46軒 119人 59.5
マシケ 91人 28軒 29人 31.9 ネモロ 614人 135軒 430人 70.0
ルルモッペ 193人 59軒 32人 16.6 チヤシコツ 　　　 16軒
トママイ 116人 25軒 26人 22.4 ウエンベツ 　　　 13軒




ソウヤ 369人 13軒 64人 17.3
エサシ 125人 30軒




















































































































































































































































































































































































































15）『蝦夷日記』文書館本 4月 15 日条。
16）『蝦夷日記』文書館本 4月 15 日条頭注。
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